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常
務
執
行
役
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支
店
長　

鈴 

木　

康 

夫

第30回
　吹奏楽部定期演奏会
第30回
　吹奏楽部定期演奏会

３年０学期を迎え２年生進学講演会

志賀高原で

　　　スキー教室

�
�
�
�

保
体
コ
ー
ス
３
年
生

保
体
コ
ー
ス
３
年
生

ウ
ィ
ン
タ
ー

　

ス
ポ
ー
ツ
実
習

ウ
ィ
ン
タ
ー

　

ス
ポ
ー
ツ
実
習

卒
業
を
控
え
た

３
年
生
の
生
徒
主

催
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ

ー
講
習
会
兼
謝
恩

会
が
、
２
月
２７
日
、

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
新
高
輪

の
飛
天
の
間
に
て

行
わ
れ
た
。

講
習
で
は
、
西

洋
料
理
の
フ
ル
コ

ー
ス
を
味
わ
い
な

が
ら
、
講
師
か
ら
、

将
来
披
露
宴
や
会

食
な
ど
の
際
に
必

要
と
な
る
テ
ー
ブ

ル
マ
ナ
ー
を
学
ん

だ
。
�
周
り
の
方

を
不
快
に
さ
せ
な

い
こ
と
が
一
番
の

マ
ナ
ー
�
と
い
う

言
葉
を
受
け
、
生
徒
た
ち
は
、

終
始
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

そ
の
後
の
謝
恩
会
で
は
、
３

年
間
の
思
い
出
の
ス
ラ
イ
ド
が

上
映
さ
れ
た
。
ま
た
、
生
徒
か

ら
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画
で
は
、

各
ク
ラ
ス
が
日
頃
の
感
謝
の
気

持
ち
を
担
任
へ
伝
え
た
。

生
徒
を
代
表
し
て
普
通
科
７

組
の
須
田
愛
美
さ
ん
が
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
、
涙
す
る
生
徒
も

見
ら
れ
た
。
先
生
方
か
ら
生
徒

へ
の
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
後
、

最
後
に
は
全
員
で
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

の
�
道
�
と
校
歌
を
合
唱
し
た
。

閉
会
後
も
級
友
と
写
真
を
取
り

合
う
な
ど
名
残
惜
し
い
様
子
で

あ
っ
た
。

第
２
学
年
ア
ル

フ
ァ
コ
ー
ス
、
ア

ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス

選
抜
進
学
・
特
別

進
学
ク
ラ
ス
、
食

育
実
践
科
の
生
徒

を
対
象
と
す
る
進

学
講
演
会
が
、
２

月
６
日
に
ベ
ネ
ッ

セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
羽
鳥
祐
貴

氏
を
講
師
に
迎
え
、

実
施
さ
れ
た
。

講
演
で
は
、

��
３
年
０
学
期
�

の
今
す
べ
き
事
と

は
�
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
大
学
入
試

の
仕
組
み
や
学
習

へ
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
、

デ
ー
タ
を
基
に
わ
か
り
や
す
く

説
明
が
さ
れ
た
。
生
徒
達
は
終

始
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
お
り
、

受
験
を
来
年
度
に
控
え
る
自
ら

の
進
路
や
学
習
へ
の
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
改
め
て
考

え
、
意
欲
を
高
め
る
有
意
義
な

機
会
と
な
っ
た
。

吹
奏
楽
部
の

第
３０
回
定
期
演

奏
会
が
、
２
月

１８
日
に
春
日
部

市
民
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
た
。

第
１
部
で
は
、

１
・
２
年
生
が

１
月
に
行
わ
れ

た
埼
玉
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
新

人
戦
で
演
奏
し

た
�
復
興
�
な

ど
を
披
露
し
た
。
ま
た
、
卒
業

生
バ
ン
ド
に
よ
る
�
レ
・
ミ
ゼ

ラ
ブ
ル
�
も
演
奏
さ
れ
た
。

第
２
部
は
、BIG

HORNS
BEE

サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
奏

者
で
あ
る
織
田
浩
司
氏
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
、
�Hana

Toku
Pops

Featuring
Orita

Nobotta

�
と
題
し
て
ポ
ッ

プ
ス
曲
が
演
奏
さ
れ
た
。

第
３
部
は
、
読
売
日
本
交
響

楽
団
首
席
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者

の
桒
田
晃
氏
、
卒
業
生
で
第
８４

回
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
部
門
１
位
の
守
岡
未

央
さ
ん
、
フ
ル
ー
ト
奏
者
の
幟

建
友
里
さ
ん
と
共
演
し
た
。
ま

た
、
本
年
度
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
自
由
曲
で
あ
る
�
陽
が
昇

る
と
き
�

が
披
露
さ

れ
た
。

最
後
は
、

会
場
か
ら

の
ア
ン
コ

ー
ル
に
応

え
、
�
マ

イ
・
ウ
ェ

イ
�
が
演

奏
さ
れ
、
会
場
で
は
多
く
の
方

が
涙
す
る
様
子
が
見
ら
れ
、
感

動
の
中
、
終
演
を
迎
え
た
。

会
場
に
は
、
保
護
者
、
卒
業

生
、
在
校
生
を
は
じ
め
多
く
の

方
が
会
場
に
詰
め
か
け
、
満
席

の
中
、
本
校
創
立
３５
周
年
、
定

期
演
奏
会
３０
回
と
い
う
節
目
に

ふ
さ
わ
し
い
、
盛
大
な
演
奏
会

と
な
っ
た
。

普
通
科
の
保
健
体
育
類
型
３

年
生
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

実
習
が
、
１
月
３１
日
か
ら
２
月

３
日
の
３
泊
４
日
で
福
島
県
会

津
た
か
つ
え
ス
キ
ー
場
に
て
実

施
さ
れ
た
。

生
徒
た
ち
は
、
ス
キ
ー
ま
た

は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
選
択
し
て
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
を

受
け
た
。
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
自
体
が
初
め
て
の
経
験
と
な

る
生
徒
も
い
る
中
、
日
を
追
う

ご
と
に
上
達
し
、
３
日
目
に
行

わ
れ
た
検
定
で
は
、
ス
キ
ー
２

級
に
２
名
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
２

級
に
５
名

を
含
む
、

実
習
に
参

加
し
た
８１
名
全
員
が
合
格
し
、

実
習
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
閉
講
式
で
は
清
川

く
ん
（
普
３
―
１５
）
が
、
�
実

習
で
学
ん
だ
技
術
に
加
え
、
４

日
間
に
わ
た
る
集
団
行
動
や
仲

間
と
過
ご
し
た
時
間
は
、
卒
業

後
の
生
活
に
い
か
せ
る
と
て
も

有
意
義
な
も
の
で
し
た
�
と
、

生
徒
を
代
表
し
て
お
世
話
に
な

っ
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
先

生
方
へ
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
が
、

第
２
学
年
普
通
科
ア
ル
フ
ァ
コ

ー
ス
の
文
系
生
徒
を
対
象
に
２

月
２０
日
、
同
コ
ー
ス
理
系
生
徒

を
対
象
に
２３
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ

実
施
さ
れ
た
。

文
系
ク
ラ
ス
で
は
、
群
馬
大

学
社
会
情
報
学
部
学
部
長
の
富

山
慶
典
教
授
を
招
き
、
�
チ
ェ

ス
か
ら
核
戦
争
ま
で
を
読
み
解

く
ゲ
ー
ム
理
論
〜
合
い
言
葉
は

ナ
ッ
シ
ュ
で
行
こ
う
！
�
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
実
際
に
プ
レ
イ

ヤ
ー
と
し
て
ゲ
ー
ム
を
し
な
が

ら
、
文
系
の
学
部
で
も
数
学
を

活
用
し
、
多
角
的
に
学
問
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
大
切
さ
を
体
感

し
た
。

理
系
で
は
、
群
馬
大
学
理
工

学
部
の
行
木
信
一
准
教
授
を
招

き
、
�
D
N
A

の
本
当
の
正

体
と
は
？
�
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

日
頃
の
学
習
で
は
聞
く
こ
と
の

で
き
な
い
専
門
的
な
講
義
、
生

物
学
の
分
野
に
お
い
て
も
現
象

の
説
明
に
化
学
や
物
理
学
を
用

い
る
な
ど
、
多
角
的
に
学
問
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
姿
勢
を
学
ん

だ
。生

徒
た
ち
に
と
っ
て
今
後
の

進
路
決
定
に
つ
な
が
る
講
義
で

あ
っ
た
。

食
育
実
践
科
３
年
生

７８
名
に
よ
る
午
餐
会
が
、

２
月
３
日
に
実
施
さ
れ

た
。�

思
い
出
の
料
理
�

を
テ
ー
マ
に
生
徒
が
主

体
と
な
っ
て
、
企
画
・

立
案
し
、
会
場
の
設
営

や
料
理
の
仕
込
み
な
ど
、

短
い
期
間
の
中
、
協
力

し
て
準
備
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
３
年
間
お
世

話
に
な
っ
た
先
生
や
保
護
者
の

方
を
お
招
き
し
、
和
洋
中
を
折

衷
し
た
コ
ー
ス
料
理
を
振
る
舞

っ
た
。
料
理
は
す
べ
て
、
実
習

の
授
業
で
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、

今
ま
で
の
学
習
の
成
果
を
披
露

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

食
育
ク
イ
ズ
や
保
護
者
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
も
あ
り
、
会

は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
最

後
に
は
、
代
表
生
徒
か
ら
参
加

者
へ
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
、
保

護
者
の
中
に
は
目
頭
を
熱
く
し

て
い
る
様
子
も
見
ら
れ
た
。
生

徒
た
ち
は
、
今
ま
で
ご
家
族
か

ら
多
く
の
協
力
を
い
た
だ
い
て

き
た
。
本
日
の
午
餐
会
で
は
、

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
、

３
年
間
の
集
大
成
と
な
っ
た
。

１
年
生
の
ス
キ
ー
教
室
が
、

１
班
は
２
月
６
日
〜
８
日
、
２

班
は
８
日
〜
１０
日
の
間
、
長
野

県
の
志
賀
高
原
で
行
わ
れ
た
。

ス
キ
ー
の
グ
ル
ー
プ
は
経
験

別
に
初
級
、
中
級
、
上
級
に
分

け
ら
れ
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
指
導
の
下
、
１
日
目
の
午
後

か
ら
３
日
目
の
午
後
ま
で
実
習

を
行
っ
た
。
初
級
グ
ル
ー
プ
で

は
ス
キ
ー
板
の
履
き
方
や
転
び

方
、
転
ん
だ
時
の
立
ち
上

が
り
方
ま
で
丁
寧
に
指
導

を
受
け
つ
つ
、
徐
々
に
慣

れ
て
い
き
最
終
日
に
は
ボ

ー
ゲ
ン
で
ゲ
レ
ン
デ
を
滑

れ
る
ま
で
上
達
し
た
。
中

級
グ
ル
ー
プ
は
リ
フ
ト
を

使
っ
て
比
較
的
緩
や
か
な

傾
斜
の
コ
ー
ス
で
滑
り
始

め
、
ま
た
上
級
グ
ル
ー
プ

は
ゴ
ン
ド
ラ
で
山
頂
付
近

か
ら
実
習
が
始
ま
り
、
両

者
の
グ
ル
ー
プ
と
も
上
級

コ
ー
ス
の
傾
斜
で
滑
り
き

る
こ
と
が
で
き
た
。
１
班

は
連
日
雪
の
日
が
続
い
た

が
志
賀
高
原
特
有
の
パ
ウ

ダ
ー
ス
ノ
ー
の
お
か
げ
で

怪
我
の
し
に
く
い
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
に
恵
ま
れ
、
生

徒
た
ち
は
思
い
切
っ
て
ス

キ
ー
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
２
班
で
は
晴
れ
の
日

が
続
き
、
周
り
の
景
色
を

遠
く
ま
で
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
ス
キ
ー
を

滑
り
な
が
ら
壮
大
な
雪
山
の
光

景
を
十
分
に
満
喫
し
て
い
た
。

栄
北
高
校
所
在
地
の
伊
奈
町

内
約
１１
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

徒
歩
に
て
周
回
す
る
、
伊
奈
ウ

ォ
ー
ク
が
、
３
月
１２
日
に
実
施

さ
れ
る
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一

環
と
し
て
、
地
域
社
会
の
あ
り

方
を
よ
り
よ
く
把
握
し
、
体
力

向
上
、
生
徒
同
士
の
協
力
の
姿

勢
、
及
び
課
題
に
挑
戦
す
る
心

を
養
う
こ
と
が
目
的
。

生
徒
た
ち
は
昨
年
の
１０
月
か

ら
、
当
日
の
周
回
コ
ー
ス
を
決

め
る
た
め
、
ク
ラ
ス
内
で
チ
ー

ム
に
分
か
れ
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
と

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
利
用

し
、
伊
奈
町
の
観
光
マ
ッ
プ
作

成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
し

て
学
年
ご
と
の
予
選
会
を
通
過

し
た
６
チ
ー
ム
に
よ
る
伊
奈
町

観
光
マ
ッ
プ
の
プ
レ
ゼ
ン
大
会

が
、
１
月
３０
日
に
実
施
さ
れ
た
。

各
チ
ー
ム
工
夫
を
凝
ら
し
た
観

光
マ
ッ
プ
を
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
活
用
し
わ
か
り
や
す

く
提
案
、
そ
の
場
で
投
票
が

行
わ
れ
、
一
位
に
輝
い
た
観

光
マ
ッ
プ
は
、
�
伊
奈
町
の

美
味
し
い
も
の
を
巡
る
コ
ー

ス
�
で
あ
っ
た
。

当
日
は
朝
９
時
よ
り
、
１

・
２
学
年
全
生
徒
が
二
手
に

分
か
れ
て
コ
ー
ス
を
周
回
す
る
。

栄
北
高
校
独
自
の
観
光
マ
ッ
プ

作
成
で
、
地
域
活
性
化
に
貢
献

を
す
る
だ
け
で
な
く
、
生
徒
が

自
分
た
ち
で
地
域
の
こ
と
を
調

べ
、
選
択
し
た
コ
ー
ス
を
歩
く

こ
と
で
、
普
段
暮
ら
し
て
い
る

町
の
良
い
と
こ
ろ
を
再
発
見
で

き
る
機
会
と
な
る
だ
ろ
う
。

平
成
２９
年
度
の
生
徒

会
役
員
の
選
挙
が
、
２

月
２５
日
の
３
時
間
目
に

行
わ
れ
た
。

今
年
は
立
候
補
者
が
、

会
計
３
名
、
書
記
２
名
、

副
会
長
２
名
、
会
長
１

名
の
信
任
投
票
と
な
っ

た
。
記
念
館
に
集
ま
っ

た
１
・
２
学
年
の
生
徒

に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

推
薦
者
と
立
候
補
者
が

演
説
を
行
っ
た
。
壇
上
に
は
演

説
者
の
姿
を
映
す
ス
ク
リ
ー
ン

が
設
け
ら
れ
、
会
場
の
注
目
が

集
ま
る
中
、
熱
意
溢
れ
る
意
気

込
み
と
抱
負
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

今
年
は
、
演
説
終
了
後
そ
の

場
で
投
票
が
行
わ
れ
、
選
挙
管

理
委
員
に
よ
っ
て
票
の
回
収
が

行
わ
れ
た
。
開
票
結
果
は
週
明

け
の
月
曜
日
に
公
表
さ
れ
た
。

平
成
２９
年
度
生
徒
会
役
員
は

次
の
通
り
。

会
長

田
澤
真
子（
普
２
―
７
）

副
会
長黒

木
雅
也（
普
２
―
８
）

三
宅
悠
汰（
普
１
―
１
）

書
記

大
目
将
司（
普
２
―
５
）

深
澤
雄
大（
普
１
―
７
）

会
計

渋
谷
崇
司（
普
２
―
４
）

谷

修
悟（
普
２
―
５
）

川
村
明
日
美（
普
１
―
５
）

２
年
生
の
芸
術
鑑
賞
会
と
保

護
者
会
主
催
の
観
劇
会
が
２
月

９
日
開
催
さ
れ
、
汐
留
の
四
季

劇
場
�
海
�
で
上
演
中
の
人
気

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
�
ア
ラ
ジ
ン
�

を
鑑
賞
し
た
。

多
数
の
申
込
の
中
か
ら
抽
選

で
選
ば
れ
た
保
護
者
２０
人
と
、

本
校
か
ら
は
山
本
末
一
校
長
と

担
当
教
員
３
人
参
加
し
、
当
日
、

劇
場
は
多
数
の
本
校
生
徒
、
保

護
者
で
占
め
ら
れ
た
。

�
ア
ラ
ジ
ン
�は
、
２
０
１
４

年
４
月
に
開
幕
し
た
、
劇
団
四

季
の
中
で
も
新
し
い
演
目
。
し

か
し
開
幕
以
来
、
連
日
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
続
く
な
ど
、
観
客

か
ら
の
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て

い
る
作
品
で
も
あ
り
、
ロ
マ
ン

ス
・
冒
険
・
コ
メ
デ
ィ
ー
と
い

っ
た
要
素
が
組
み
込
ま
れ
、
観

客
は
様
々
な
視
点
か
ら
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
観
客
席
か
ら
舞
台
ま

で
の
距
離
が
近
く
、
ワ
イ
ヤ
ー

を
使
っ
た
空
飛
ぶ
じ
ゅ
う
た
ん

の
演
出
や
、
音
楽
に
合
わ
せ
た

光
と
花
火
の
演
出
は
、
非
常
に

迫
力
が
あ
る
。

生
徒
に
と
っ
て
�
ア
ラ
ジ

ン
�
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
な
ど

で
も
な
じ
み
が
あ
る
た
め
、
ど

の
生
徒
も
物
語
に
登
場
す
る
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
コ
ミ
カ
ル
な
動

き
や
、
滑
稽
な
話
術
に
引
き
込

ま
れ
る
よ
う
に
、
最
後

ま
で
作
品
世
界
に
引
き

込
ま
れ
、
鑑
賞
し
て
い

た
。今

回
の
観
劇
会
を
通

し
て
、
保
護
者
間
は
も

ち
ろ
ん
、
教
員
―
保
護

者
間
の
親
睦
も
深
ま
り
、

学
校
や
家
庭
で
の
生
徒

の
状
況
に
つ
い
て
、
積

極
的
に
情
報
交
換
、
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

水
廻
り
の
緊
急
修
繕

二
四
時
間
対
応

㈱
深
井
設
備
工
事

�
０
４
８
（
６
６
４
）
７
５
９
８

平
成
２９
年
度
生
徒
会
役
員
選
挙

新
年
度
生
徒
会
役
員
決
定

３
年
生

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

講
習
会
謝
恩
会

３
年
生

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

講
習
会
謝
恩
会

午餐会～感謝の気持ちを込めて～

地
域
活
性
化
に
貢
献

伊
奈
ウ
ォ
ー
ク

進
路
決
定
に
向
け
て

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

２年生芸術鑑賞会
保護者会観劇会

劇団四季
「アラジン」を鑑賞

広報いなに本校の取り組みが
掲載された


